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愛労連は第２４回臨時大会で、２００１年国民春闘方針を全会
一致で採択しました。�誰でも、どこでも月額１５，０００円、
時間額１００円の引き上げ、�雇用確保�働くルールの確
立、�消費税大増税反対、税金の使い道の転換、	年金・
医療・介護など社会保障の充実、
名古屋市長選挙勝利、
民主的行政・政治への転換を重点課題とし、職場や地域で
大きく共同を広げ、たたかうことを確認しました。

２００１年２月１０日

千千
種種
名名
東東
労労

連連
がが
賃賃
金金
底底

上上
げげ
運運
動動
をを

千
種
名
東
労
連
で
は
、
春
闘

の
中
心
課
題
と
し
て
、
地
域
の

賃
金
底
上
げ
の
取
り
組
み
を
し

ま
す
。
パ
ー
ト
や
派
遣
な
ど
不

安
定
雇
用
労
働
者
の
時
間
額

は
、
最
賃
を
基
準
に
し
て
い
る

た
め
安
い
の
が
実
態
で
す
。

今
後
、
新
聞
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
か
ら
時
間
額
調
査
を
し
た

り
、
ま
た
「
対
話
カ
ー
ド
」
を

つ
く
り
職
場
の
仲
間
の
家
族
に

協
力
し
て
も
ら
い
時
間
額
や
労

働
条
件
の
聞
き
取
り
調
査
を
し

ま
す
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め

て
、
最
賃
を
下
回
っ
て
い
る
企

業
へ
の
申
し
入
れ
な
ど
、
検
討

を
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

課
税
最
低
限
度
額
の
引
き
上
げ

の
署
名
も
精
力
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

最最
賃賃
体体
験験

４４８８
人人
挑挑
戦戦

愛
労
連
は
、
春
闘
の
賃
金
闘

争
の
柱
と
し
て
、
企
業
内
最
賃

・
産
別
最
賃
の
引
き
上
げ
と
と

も
に
、
地
域
最
賃
の
大
幅
引
き

上
げ
に
と
り
く
み
ま
す
。

愛
知
県
の
地
域
最
賃
は
、
時

間
額
六
七
七
円
、
日
額
五
四
一

一
円
、
月
額
で
計
算
す
る
と
一

一
九
、
〇
四
二
円
で
す
。

憲
法
二
五
条
は
、
「
国
民
は

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」

と
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
地
域

最
賃
で
健
康
で
文
化
的
な
生
活

が
望
め
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
愛
労
連
は
、
最
低
賃

金
を
決
め
る
愛
知
労
働
局
・
最

賃
審
議
会
に
影
響
力
を
及
ぼ
す

大
規
模
な
最
賃
体
験
を
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。

昨
年
、
最
賃
体
験
し
た
全
国

一
般
・
市
場
さ
ん
は
、
「
大
学

生
二
人
の
授
業
料
と
生
活
費
を

送
金
し
た
ら
、
我
が
家
も
最
賃

生
活
」
と
体
験
談
を
語
り
ま
し

た
。

愛 労 連

※�の内訳
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め私たちの賃金や労働条件が切り下
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１００万円以上下がった。去年の賃上
げは、たった１０００円だった。

ＫＳＤ疑惑や機密費流用など政府
・与党は税金を食いものにしてい
る。税金は、介護保険の改善や私学
助成など教育や福祉に使って欲し
い。
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賃
金
の
払
い
を
求
め
て
、
青

年
た
ち
九
六
名
が
組
合
結
成
を

し
た
全
国
一
般
ヒ
ッ
ト
通
商
支

部
（
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
）
の
仲
間

た
ち
に
、
未
払
賃
金
の
立

替
払
制
度
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
組

合
が
た
た
か
っ
た
成
果
で

す
。こ

の
立
替
払
制
度
は
、

企
業
が
倒
産
し
た
た
め

に
、
賃
金
が
支
払
わ
れ
な

い
ま
ま
退
職
し
た
労
働
者

に
対
し
て
、
そ
の
未
払
い

賃
金
の
一
定
範
囲
を
、
労

働
者
福
祉
事
業
団
が
事
業

主
に
替
わ
っ
て
支
払
う
制

度
で
す
。

ヒ
ッ
ト
通
商
は
、
事
実

上
事
業
活
動
を
し
て
お
ら

ず
、
「
倒
産
」
と
見
な
し

て
「
立
替
払
制
度
を
適
用

せ
よ
」
と
組
合
が
、
西
労
働
基

準
監
督
署
と
交
渉
し
て
き
ま
し

た
。１１

・
１８
全
労
連
・
全
国
統
一

行
動
日
に
お
こ
な
っ
た
労
働
省

交
渉
で
認
め
さ
せ
た
も
の
で

す
。約

一
六
〇
人
の
労
働
者
が
対

象
に
な
り
、
二
月
二
日
か

ら
八
日
間
に
わ
た
っ
て
賃

金
確
定
の
調
査
を
お
こ
な

い
、
そ
の
後
各
労
働
者
に

未
払
い
賃
金
分
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

愛
知
地
本
の
黒
島
委
員

長
は
、
「
支
払
い
額
は
法

律
に
も
と
づ
く
限
度
額
が

あ
る
の
で
、
そ
の
差
額
に

つ
い
て
は
、
ヒ
ッ
ト
通
商

と
交
渉
し
て
獲
得
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

二
月
二
日
、
西
労
働
基

準
監
督
署
に
賃
金
確
定
に

き
た
元
仲
間
た
ち
に
、
支

部
書
記
長
の
加
藤
さ
ん
等

組
合
員
は
、
「
組
合
に
入

っ
て
、
賃
金
の
不
足
分
や
時
間

外
労
働
の
分
を
と
り
も
ど
そ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

全国一般
ヒット通商支部

２／２５� ２００１年春闘勝利自動車パレード
トヨタシンポジウム

３／３� あいち金融シンポ
３／８� あお空裁判春をよぶ３．８被告企業

包囲行動
３／１５� ２００１年国民春闘勝利３．１５総決起集

会

〈当面の日程〉
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四四
万万
五五
千千
円円
以以
上上
のの

賃賃
上上
げげ
をを

田
中
勇
家
さ
ん
（
五
二
歳
）

は
建
交
労
・
近
鉄
物
流
支
部
の

役
員
で
、
勤
続
三
七
年
の
ベ
テ

ラ
ン
ー
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

で
す
。

勤
務
時
間
は
午
前
八
時
〜
午
後

五
時
ま
で
。
毎
日
二
〜
三
時
間

の
残
業
が
あ
り
ま
す
。

家
族
は
、
奥
さ
ん
と
三
人
の

子
ど
も
（
大
学
受
験
中
、
高
校

生
、
中
学
生
）
と
寝
た
き
り
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
六
人
。
奥
さ

ん
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
介
護
の

た
め
、
や
む
を
え
ず
専
業
主
婦

で
す
。

高
校
生
や
受
験
生
を
抱
え
て

教
育
費
は
う
な
ぎ
登
り
、
そ
の

上
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
介
護
保
険

料
と
利
用
料
の
負
担
も
あ
り
ま

す
。
介
護
保
険
に
な
っ
て
「
か

え
っ
て
負
担
が

増
え
て
大
変
」

と
田
中
さ
ん
。

だ
か
ら
、
家

計
は
「
破
綻
状

態
！
」

大
幅
賃
上
げ
は
ホ
ン
ト
に
切

実
。
組
合
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、
仲
間
の
平
均
要
求
額
は

四
万
五
千
万
円
以
上
で
す
。

名名
古古
屋屋
市市
長長
選選
挙挙
はは

統統
一一
候候
補補
でで

名
古
屋
市
長
選
挙
が
四
月
二

十
二
日
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

「
市
民
の
税
金
を
無
駄
な
公

共
事
業
に
使
う
こ
と
の
是
非
を

問
う
市
民
投
票
条
例
」
の
署
名

も
取
り
組
ま
れ
、
税
金
は
暮
ら

し
や
福
祉
・
教
育
に
と
市
民
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

松
原
市
政
の
転
換
を
め
ざ
し

必
ず
勝
利
す
る
た
め
に
、
革
新

市
政
の
会
は
、
市
民
団
体
と
共

同
で
政
策
や
候
補
者
・
選
挙
体

制
の
共
同
実
現
に
む
け
て
全
力

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
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支

給

額

控

除

額

火
の
車

２
・
２１
愛
知
総
行
動

み
ん
な
で
参
加
�
早
朝
宣
伝

�．．
全全
国国
統統
一一
行行
動動
国国
会会
へへ要要

請請

田中勇家さんの１月分給料明細

や
っ
た
ネ
�

春春闘闘でで変変ええよようう
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賃賃金金未未払払いいをを一一部部解解決決



働くみんなの要求アンケート�

12,597人分�

月
額
　
円 

時
間
額
　
円
の
賃
上
げ
を
！�

15,000

100

パートなど働くみんなの要求アンケート�

991人分�
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1万円未満�
5.4%

1万円�
13.5%

2万円�
18.0%

3万円 25.0%4万円 4.7%

5万円�
19.9%

6～7万円�
2.9%

8～9万円�
1.1%

10万円以上 7.0%

回答なし 2.4%

30円未満�
18.2%

30円�
12.9%

50円 25.2%80円 2.9%

100円�
20.5%

150円�
1.9%

200円�
5.3%

300円�
1.9%

400円以上 5.4%
回答なし 5.8%

賃金（時間給）�
　の引き上げ�
　　18.9%

ボーナスの�
支給額引き�
上げ 20.2%

退職金制度�
の導入･�
改善 9.8%

雇用契約期間�
の延長 5.4%

正社員�
化 3.7%

雇用保険や�
健康保険へ�
の加入 3.6%

労働条件�
の正規との�
差別的扱い�
の改善 7.4%

有給休暇�
3.0%

契約期間の�
拡大 2.4%

非課税限度�
額の引き上�
げ 16.1%

全国一律最低賃金�
制度の確立 1.9%

パート法の実行�
ある改正 5.5%
その他 0.7%
回答なし 1.3%

増えた�
18.1%

減った 39.6%

変わら�
ない�
33.5%

わからない�
8.5%

回答なし 0.3%

賃上げ要求額�

年間収入�

賃上げ要求額�

特に要望するもの�

、�

２００１年２月１０日

読読
者者
のの
声声

■
源
泉
徴
収
票
を
見
て
驚
い

た
。
収
入
が
前
年
よ
り
ぐ
ー
ん

と
少
な
い
。
毎
日
料
亭
通
い
し

て
、
行
っ
て
い
な
い
国
を
回

り
、
言
い
た
い
放
題
で
国
会
審

議
を
欠
席
す
る
誰
か
さ
ん
。
あ

な
た
が
日
本
の
ト
ッ
プ
に
い
る

限
り
、
日
本
は
良
く
な
ら
な
い

と
私
は
思
う
。
早
く
や
め
さ
せ

よ
う
！
（
東
海
共
同
印
刷
労
組

・
西
本
泰
子
）
■
九
二
号
の
幡

豆
の
自
然
守
り
た
い
ト
ラ
ス
ト

の
会
の
記
事
を
読
ん
で
共
感
し

ま
し
た
。
愛
知
万
博
で
自
然
破

壊
反
対
の
運
動
が
盛
り
上
が
る

こ
と
を
祈
り
ま
す
。（
全
運
輸
中

部
支
部
愛
知
分
会
・
鈴
木
庄
蔵
）

■
介
護
保
険
開
始
後
、
直
接
相

談
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
の
少

な
く
な
っ
た
市
の
保
健
所
で
す

が
、
埋
も
れ
て
見
え
に
く
く
な

っ
た
だ
け
で
、
ま
す
ま
す
深
刻

化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
高
齢

者
保
健
の
課
題
に
ど
う
向
き
あ

く
か
新
世
紀
の
課
題
で
す
。

（
名
古
屋
市
職
労
・
塚
田
妙

子
）
■
昨
年
退
職
し
年
金
者
組

合
に
入
り
ま
し
た
。
今
は
無
年

金
の
上
、
国
民
年
金
税
ま
で
払

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
老
後
の

生
活
に
不
安
を
感
ず
る
の
は
私

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

（
年
金
者
組
合
・
武
井
宏
行
）

■
定
年
ま
で
あ
と
一
〇
年
、
長

年
の
長
時
間
労
働
、
昨
年
の
大

幅
減
給
な
ど
不
安
は
つ
き
ま
せ

ん
。
何
と
か
定
年
ま
で
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
き
ず
な

・
平
林
重
信
）

歴史教科書が

来年から使われる教科書は、
戦争の加害の記述も大幅に後
退か（上記は現在のもの）

愛 労 連

元気のみなもと三役会議

楽楽ししくくななききゃゃ

組組合合活活動動はは

第９３号

福
保
労
（
全
国
福
祉
保
育
労

働
組
合
東
海
地
本
）
青
年
部
が

い
ま
と
っ
て
も
元
気
。
「
組
合

活
動
は
楽
し
く
な
き
ゃ
」
と
た

く
さ
ん
の
仲
間
と
様
々
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
に

迫
っ
て
み
ま
し
た
。

月
一
回
の
青
年
部
委
員
会
に

は
、
毎
回
一
五
名
も
の
仲
間
が

参
加
し
ま
す
。
職
場
に
青
年
が

少
な
く
孤
立
し
が
ち
な
仲
間
に

と
っ
て
、
集
ま
っ
て
交
流
す
る

だ
け
で
も
「
魅
力
」
と
言
え
ま

す
が
、
時
々
の
「
ミ
ニ
学

習
会
」
も
好
評
で
す
。

「
保
育
に
役
立
つ
教
材
づ

く
り
」
、
「
組
合
活
動
っ

て
な
に
す
る
の
」
、
「
ど

う
な
っ
て
る
の
自
分
の
職

場
・
隣
の
職
場
」
な
ど
テ

ー
マ
も
多
彩
で
す
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
、
納
涼
大

会
な
ど
楽
し
い
行
事
も

節
々
に
あ
り
ま
す
。

五
月
の
新
歓
で
は
、

「
仕
事
の
技
・
伝
授
式
」

と
し
て
青
年
部
員
が
講
師
に
な

り
、
手
遊
び
や
教
材
づ
く
り
な

ど
披
露
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
す

ぐ
に
現
場
で
生
か
せ
る
よ
う
工

夫
し
て
好
評
で
し
た
。
魅
力
あ

る
企
画
も
の
に
は
、
非
組
合
員

の
参
加
も
多
く
、
行
事
を
通
し

て
組
合
に
加
入
す
る
仲
間
も
い

ま
す
。

青
年
部
に
は

「
居
場
所
」が
あ
る

職
場
か
ら
、
「
勉
強
の
つ
も

り
で
」
と
送
り
出
さ
れ
た
執
行

委
員
会
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
組
合

員
と
の
間
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
り
ま
し
た
。
「
春
闘
」

「
団
交
」
な
ど
組
合
の
専
門
用

語
が
飛
び
交
い
、
「
つ
い
て
い

け
な
い
な
あ
…
」
と
い
う
の
が

本
音
で
し
た
。
こ
ん
な
思
い
の

青
年
が
集
ま
っ
て
、
「
な
ん
で

も
本
音
で
話
し
合
え
る
場
が
欲

し
い
」
と
青
年
部
結
成
の
準
備

を
は
じ
め
た
の
で
す
。

だ
か
ら
青
年
部
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
何
で
も
気
軽
に
話
し

合
え
る
場
」
で
す
。

鈴
木
智
賀
さ
ん
は
、
半
年
前

副
部
長
に
就
任
。
青
年
部
の
魅

力
に
つ
い
て
、
「
こ
こ
に
は
、

自
分
の
居
場
所
が
あ
る
」
と
。

部
長
の
酒
井
幸
治
さ
ん
も
、

「
自
分
た
ち
で
創
り
上
げ
る
楽

し
さ
が
あ
る
」
と
い
い
ま
す
。

仕
事
の
あ
と
疲
れ
た
体
で
の

活
動
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、
活

動
の
な
か
に
「
み
ん
な
の
居
場

所
」
が
あ
る
よ
う
で
す
。

でーす

中
学
校
の
社
会
科
・
歴
史
教

科
書
を
覗
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
今
、
こ
の
教
科
書
を
め

ぐ
り
各
地
の
自
治
体
で
、
「
新

し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会

（
以
下
つ
く
る
会
）
」
が
教
科

書
採
択
の
請
願
・
陳
情
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
点
は
な
に
か
、
愛
高
教

に
取
材
し
ま
し
た
。

教
科
書
か
ら
消
え
る
？

加
害
責
任

い
ま
文
部
省
が
検
定
中
の
教

科
書
で
は
、
「
従
軍
慰
安
婦
」

や
「
南
京
大
虐
殺
」
な
ど
、
日

本
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
民
地

支
配
の
実
態
や
戦
争
の
加
害
の

記
述
が
大
幅
に
後
退
し
て
い
ま

す
。
南
京
大
虐
殺
で
は
「
虐

殺
」
を
「
殺
害
」
や
「
殺
し

た
」
と
い
う
表
現
に
換
え
、
犠

牲
者
の
数
二
〇
万
人
が
、
た
ん

に
「
大
勢
」
と
修
正
さ
れ
た

り
、
「
中
国
へ
の
侵
略
」
も

「
中
国
へ
の
進
出
」
へ
と
書
き

換
え
た
り
…
…
。

こ
の
よ
う
な
出
版
社
に
よ
る

自
主
規
制
に
は
、
今
ま
で
自
民

党
議
員
や
「
つ
く
る
会
」
な

ど
、
歴
史
教
科
書
改
ざ
ん
勢
力

が
「
自
虐
史
観
」
と
攻
撃
し
て

き
た
内
容
と
同
じ
で
、
改
憲
運

動
と
も
合
わ
せ
て
自
民
党
な
ど

の
圧
力
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

皇
国
史
観
の
教
科
書
が

検
定
通
過
？

さ
ら
に
、
歴
史
教
科
書
を

「
自
虐
的
」
と
攻
撃
し
て
き
た

「
つ
く
る
会
」
は
昨
年
四
月

に
、
戦
争
を
肯
定
し
、
皇
国
史

観
に
も
と
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た

歴
史
教
科
書
と
公
民
教
科
書
を

検
定
申
請
し
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
教
科
書
を
、
県
ご
と
に
採

択
さ
せ
る
た
め
に
、
「
つ
く
る

会
」
が
各
地
方
議
会
に
、
教
科

書
問
題
で
の
請
願
運
動
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
北
海
道
や
宮

城
、
静
岡
な
ど
で
意
見
書
が
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
急
に
知
ら
せ
て

世
論
づ
く
り
を

愛
知
県
で
も
豊
橋
市
で
既
に

陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
同

様
に
各
自
治
体
で
も
出
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
愛
高
教
で

は
、
「
採
択
し
な
い
」
請
願
を

取
り
組
む
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
な
に
よ
り
も
「
つ
く
る

会
」
の
危
険
な
教
科
書
を
学
校

現
場
に
持
ち
込
ま
せ
な
い
た
め

に
急
い
で
県
民
に
危
険
性
を
知

ら
せ
、
世
論
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

教
科
書
採
択
の
自
治
体
請
願

（２）

福福
保保
労労
青青
年年
部部
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「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」が
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中中学学校校社社会会科科
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